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「はじめに」

今回、私たちは認知症と色彩関係について
調べることにした。
きっかけは、２年程前、昼食のカレーライ
スを白ご飯の部分だけ残していた事に始ま
る。白色を認知していないのではないだろ
うかと考えた。 
認知症の人の色彩について気になる点が多
く、今回調査することにした。



「取り組み課題」

1. 色々な色選び
2. 色々な色の空間で３分間計算
3. 色塗りの観察
4. 食事の観察
5. トイレの観察



「具体的な取り組みと成果」



１．色々な色の選びについて

１回目（７月上旬）２回目（７月下旬） ３回目（９月）
赤 15名 14名 9名
緑 7名 5名 8名
黒 1名 0名 0名

ピンク 15名 14名 17名
白 1名 1名 0名

黄色 15名 19名 18名
青 11名 6名 7名
紫 8名 10名 6名

合計 73名 69名 65名

　　好きな色選びは、
利用者全員を対象に
実施した。好きな色
選びは、３回通した
結果をみてみると、
ピンク・黄色の暖色
系を選ばれる人が多
かった。



　　好きなチューリップ選びも
同様に赤・ピンクの暖色系を
選ぶ人が多かった。

好きなチューリップ嫌いなチューリップ バナナ 嫌いなバナナ
赤 33名 3名 0名 8名
白 2名 5名 0名 19名

黄色 1名 6名 61名 3名
青 1名 16名 1名 12名
紫 2名 7名 1名 10名
茶 1名 12名 1名 9名

ピンク 14名 1名 1名 5名
緑 2名 26名 1名 12名

合計 66名 76名 66名 78名



　 7月 9月

黒 0名 0名

黄色 9名 9名

青 5名 1名

紫 1名 1名

白 2名 0名

赤 54名 54名

茶 2名 0名

緑 1名 1名

合計 74名 66名

　　バナナ・リンゴ選
びは、ほとんどの方
が黄色・赤色を迷わ
ず選び、バナナ・リ
ンゴの認識の強さを
感じたが、色にこだ
わりを持っている利
用者は好きな色を選
んでいた。



　 9月1回目 9月2回目
10月1回

目
10月2回

目

赤 4名 0名 2名 1名

白 1名 6名 2名 2名

茶 1名 1名 0名 1名

合計 6名 7名 4名 4名

　　　　
　　クッション選びにおい

ては、毎回色々な色を選
び、統一性はみられな
かった。

　　色々な色選びにおいて
は、認知症の人との色彩
の認識の差や、また、男
女の差はみられず、寒色
系より暖色系を選ばれる
結果となった。



２．色々な色の空間での3分間計算



白平均 赤平均 青平均 緑平均 平均の早い順 7月～10月の通常の平均
A 2.11分 2.14分 2.20分 2.17分 白・赤・緑・青 2.08分
B 1.25分 1.31分 1.35分 1.32分 白・赤・緑・青 １.３０分
C 2.11分 1.49分 2.17分 2.13分 赤・白・緑・青 2.07分
D 2.55分 2.22分 2.39分 2.37分 赤・緑・青・白 2.35分
E 5問～2.34分 2/ 10～2.21分 6/ 10～2.49分 0/ 10～2.18分 緑・赤・白・青 0/ 10～2.18分
F 1.52分 1.51分 1.49分 1.56分 青・赤・白・緑 2.12分
G 29/ 30～2.28分 2.35分 25/ 30～2.22分 25/ 30～2.25分 青・緑・白・赤 3/ 30～2.10分

　　　　　　　　　　　　　　　　　
HDR―Sが20点台の利用者3名の人に
おいては、赤もしくは白の空間の時
が早く、青の空間の時が遅いという
結果がでた。

　　カラーセラピーによると、赤色・
白色に比べ、青色は時間を短く感じ
させる効果があり、病院の待合室な
どに取り入れる事がある。その事か
ら、青の空間では、時間を短く感じ
、自然とゆっくり解いたのではない
かと考えた。



3.色塗りの観察
　　対象者に実施した果

物の色塗りにおいては
、ホール内で集団で実
施した為、周囲の人の
色使いを確認して塗っ
ており、「何色で塗れ
ばいいですか？」と周
囲へ聞きながら塗って
いた為、特に変わった
点はみられなかった。



4.食事の観察

　　食事においては、茶色の御飯茶碗で
食べている人の茶碗を白色へ戻した。
不穏等みられなかったためか、白色に
戻しても摂取状況は良好であった。

　　しかし、カレーライスの日、白御飯
の部分だけ残す人がおり、漬物をのせ
たところ再度食べるという事があった
。





5・トイレの観察
　　トイレにおいては、指示誘
導の必要な認知症の人のトイ
レへの動線中の目線のいくと
ころへカードを貼った。カー
ドの色は赤・青・黄・白にし
て実施してみた。

　　赤・青などはっきりした色
の方が認識しやすく、更に文
字の周囲を異色で囲むと認識
しやすかった。



まとめ
今回認知症と色彩関係について確証を得る事
は出来なかった。また、デイケアにおいては
、色の空間を作る事は難しい事、周囲の影響
がある事などあり困難であった。
しかし、色と認知症が深く関わりがある事は
分かった。また、認知症の有無に関わらず暖
色系を好む事やはっきりとした色、青・赤な
どの方が認識しやすい事など色が人に及ぼす
影響は大きい事を感じた。今後も、色に対す
る調査を続け、認知症と色彩関係について知
識を深め、また、デイケア内に取り入れられ
る部分は取り入れる様に考えている。
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